
















ンタリズム」 と漢族による少数民族に対する 「文化ヘゲモニー」 を指摘したと
ころ、そのことでどこか聖域を冒涜されたとでもいうかのような反応が少なか
らず存在したのである。ナショナリズムからの「国を愛することの何が悪い？」















































































が、「民族─国家」 の概念を受け入れることによって 「国」 と 「民」 のために
尽くす 「大成した侠客」 に至る （前期の作品、『書剣恩仇録』 『射鵰英雄伝』 『神鵰侠
侶』 など）。② 「民族英雄」 型の侠客が個人的な事情から 「民族─国家」 の概
念に疑問を呈し、漢民族中心主義傾向を批判するような変化を辿る （中・後期
の作品、『倚天屠龍記』 『天龍八部』 『鹿鼎記』 など）。③全作品の底流概念として、
漢族主体の武術や文化を通した漢族中心的な傾向へ回帰させるものを有する




































　一方、田暁菲は 「従民族主義到国家主義―― 『鹿鼎記』、香港文化、中国的 















ならば満族よりも 『夷』 なのは、ロシア人 （それにオランダ人） であるからだ」12）
と論じる。さらに、韋小宝の曖昧な出自を、「民族主義から国家主義への転換」
を描くための設定だと説明し、「中国人」 と 「外国鬼子」 の対立図式と併せ、
清代初期という時代背景にそぐわない、現代的な 「民族大団結」 を体現してい
ると述べる。
　続けて、田は 「この二〇世紀の 『国家主義』 は、人々の視線を国家内部の民
族間矛盾から逸らしている。それこそ、まさに現代の中国読者が希望したもの
である」13） とする。そして、作品が帝国や植民地主義の侵略に抵抗する 「国家
















































　「民族」 や 「文化」 という概念のほかに、『鹿鼎記』 にはもう一つ重要な国民
国家イデオロギーの強化装置が存在することに注意しなければならない。それ




まさに 「国境」 が 「民族」 と 「文化」 を特定の領域に閉じこめ、それにより、
国民国家的イデオロギーの創出を可能にしたのである。














































































































されている。「国民」 は 「文化的アイデンティティ」 をよりどころにする。「文





















































によって 「特異な＝脱中心的 （エクセントリック） な視座」 を手に入れ、「制度
的配慮」 や 「国家的威信」 に囚われない批判精神を持つべきであると説く。ま
た同じ視点から、特定の職務をこなし、そのために政治的構造に容易に組み込


















　「大義」 という言葉を 『漢語大詞典』 に当たると、最初の語義は 「正道、大
道理」29） である。さらに 「大義」 を含めた四字熟語に 「大義滅親」 と 「大義凛











を含め、自他というふたつの 「側」 （サイド） に分けるような意識を知らずに植
え付けられている。自国の利益や正義のために強調されてきた国民国家的な言
説からいかに自由になれるか。そのためには、与えられる言説を鵜呑みにせ
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